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念
昼
星
継
緊

翼
転

　
　
　
本
屋
敷

　
　
　
　
　
中
島
久
助
さ
ん

　
昭
和
二
十
六
年
三
月
、
苗
場
山
神
楽

峰
で
行
わ
れ
た
苗
場
山
十
キ
ロ
滑
降
競

技
大
会
に
出
場
し
た
と
き
の
写
真
で
す
。

　
こ
の
大
会
は
、
毎
年
三
月
の
第
二
日

曜
日
に
開
か
れ
職
場
の
友
と
三
回
出
場

し
ま
し
た
。
コ
ー
ス
は
、
神
楽
峰
山
頂

　
　
ふ
も
と

か
ら
麓
の
三
俣
小
学
校
々
庭
ま
で
で
し

た
。
前
日
、
越
後
湯
沢
駅
か
ら
ス
キ
ー

で
昔
の
芝
原
峠
を
越
え
て
三
俣
部
落
に

一
泊
。
当
日
は
七
時
に
受
け
付
け
し
山

頂
ま
で
五
時
間
か
け
登
り
ま
す
。

　
当
時
は
二
十
分
台
後
半
か
ら
三
十
分

台
前
半
の
レ
ー
ス
で
し
た
。
ゼ
ッ
ケ
ン

十
一
番
が
わ
た
し
で
す
。

．
」
，
…
叡
ノ

●ゴミは決められた場所・時問に

　　冬場のゴミ収集は、雪等の影響で遅れたりすることが

　ありますので、次のことにご注意ください。

★決められた日時に　ゴミは収集日の朝（8時半）に出し

　てください。

★ゴミステーションの除雪　車の進行の邪魔にならないよ

　うに、ゴミステーションの場所を確保してください。

★不燃物はダメ　冬場は不燃物の収集は行いませんので、

　春まで保管してください。
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■母親学級

　1月24日／産褥と赤ちゃんの保育／上村病院／12：45～13：00

■妊婦検診

　1月24日／上村病院／13：30～14：00

■健康づくり事業

　1月27日／9：30～14：00／高道山／高道山小学校

　2月2日／9＝30～14：00／程島／程島農業構造改善センター

　2月7日／9：30～14：00／小出／清津峡生活改善センター

　　　　ゆロロ　じリ　　ジロロロリぜ　
ひ

　　！4テ夢予定表

月11日～2月10日

謬
【ぜ1

13働
心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
藤田義一〉

⑱（日）
成人の日

休日救急医（庭野医院費52－2711〉

⑯（月）
振替休日

休日救急医（大坪医院a57－6100）

20働
農家相談日（中里村役場農業委員会8：00～17：00）

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
根津　敬）

21（土）

⑳（日）
休日救急医（中条病院含57－3018）

村民スキー教室（Pl1参照）

23（月）

24（幻
母親学級級、妊婦検診（右参賦）

27働
心配ごと・行政相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　藤田義一、山田正平）

健康づくり事業（右参照）

28（土）

⑳（日）
休日救急医（池田医院君52－2581）

％（胸

2㈲
健康づくり事巣（右参照）

3㈹
節分

心配ごと相談日（老人福祉センター13：00～16：00
相談員　樋［1永蔵）

4（土）

⑤（日）
休日救急医（ L村病院君63－2m）

7（過
健康づくり事巣（右参貝｛り

8㈱
産地活路開拓ワイズマンセミナー（ホテルニューオータ
ニ長岡13：00～15：30講師伊藤昌寿氏Pl1参陥）

9休）
交通事故移動相談所（十日町市役所10：00～15：00）

10㈹
心配ごと相談日（老人福祉センター13100～16：00
相談貝　藤田義一）

交通安全家庭の日

リ
ド欄

耀
　
中
里
村
に
待
望
の
ス
キ
ー
場

が
昨
年
市
之
越
に
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
。
年
末
年
始
に
は
、
県

内
外
か
ら
大
勢
の
ス
キ
ー
ヤ
ー

が
詰
め
か
け
、
カ
ラ
フ
ル
な
ス

キ
ー
ウ
ェ
ア
で
シ
ュ
プ
ー
ル
を

描
い
て
い
ま
し
た
。
リ
フ
ト
か

ら
の
眺
め
は
最
高
で
す
よ
。

　
　
編
集
後
記

　
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
雪
国
に
と
っ
て
、

こ
の
上
な
い
穏
や
か
な
年
明
け

と
な
り
ま
し
た
。
広
報
を
担
当

し
て
十
ヵ
月
。
悪
戦
苦
闘
し
な

が
ら
、
ど
う
に
か
初
め
て
の
正

月
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
未
熟
な
編
集
で
す
が
、
今

年
も
み
な
さ
ん
に
少
し
で
も
役

立
つ
広
報
紙
づ
く
り
に
努
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ

れ
に
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
の
意

見
や
話
題
の
提
供
な
し
に
は
で

き
ま
せ
ん
の
で
、
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　　　　　　・ウ’養鍵
　　　　　1，
　　　　欝　　畦　繕鱗諺

艶

蕪
p
㎏
乏

．’蟻溺竃

獺
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、
驚

笥
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懸
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．
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．
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・
梱
講

　
　
　
　
　
羅
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購
昌

礁

　　・葦蝶毒騙

、
鱗
鵡
歎
難
．
懸

讐
撫
纈
　
爵
　
鱗
．
　
　
　
沸

隈糊驚，
遼懸藤

ノ
ノ
看

峯
綜
婿

毛
．

、
蕊

雛畦9

墾
藝
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　　，’
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’　　　＾　　　」

魅
、
．

藝　
、
聾

麟
敷
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1　

潅

毒縣

欝懸

欝
．

掌’ロ皿曳
難
、・

響
撫

麟
∵

罪載－

巻z羊一灘穿一7ン

鱗
、
、

　鍮照。

　　饗戴
私たちの村の
■人ロ男3，389（一3）
　　　女3，387（一5）
　　　計6，776（一8）
一世帯数1，632（＋1）

　（　）内は前月比

鐵鋤　麗臨鎌
繍羅灘、　　　、鶴彊麟議

　　　おもな内容
　　2べ一ジ年頭あいさつ
　　3べ一ジ巳年生まれ登場・
4～5べ一ジリソート構想承認される

　　　　　　1988年のできごと

　　6べ一ジ市之越スキー場オーフン

8～9べ一ジみんなのひろば
10～11べ一ジお知らせ
　　12べ一ジ行事予定表お忘れなく
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新
奪
を
迎
え
｛

　
新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

皆
様
に
は
お
揃
い
に
て
輝
か
し
い
正
月
を
迎
え
ら

江
た
こ
と
と
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
村
内
各
種
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、
荒

屋
、
山
崎
、
上
山
地
内
に
お
け
る
国
道
二
七
号

線
の
改
良
工
事
、
清
津
大
橋
（
仮
称
）
の
改
良
も

進
行
中
で
、
国
道
三
五
三
号
線
と
の
交
差
点
な
ど

村
の
中
心
部
の
事
業
も
着
々
と
進
み
併
せ
て
商
店

街
の
新
し
い
形
成
な
ど
、
幾
多
の
難
問
も
含
ん
で

い
ま
す
が
、
皆
様
の
ご
協
力
を
頂
い
て
立
派
に
完

成
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
国
道
三
五
三
号
線
に
つ
き
ま
し
て
は
、
十
二
峠

付
近
の
工
事
も
着
々
と
進
行
中
で
あ
り
、
干
溝
、

小
原
を
通
じ
て
貝
野
方
面
に
も
進
め
ら
れ
る
こ
と

と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
県
道
中
深
見
越
後
田
沢
停

車
場
線
は
、
芋
川
、
倉
俣
の
改
良
も
来
年
で
完
了

し
、
更
に
重
地
、
田
代
方
面
に
向
か
っ
て
施
工
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
広
域
農
道
に
つ
い
て
は
、
待
望
の
倉
俣
大
橋
が

完
成
し
、
こ
れ
に
よ
っ
て
倉
俣
地
区
が
一
層
の
発

展
を
み
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
倉

俣
か
ら
原
町
間
に
つ
い
て
も
用
地
の
買
収
も
完
了

し
着
工
の
運
び
と
な
り
ま
す
。
な
お
、
国
道
三
五

三
号
線
か
ら
東
田
沢
方
面
に
つ
い
て
も
本
年
一
部

工
事
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　
観
光
の
面
で
は
、
昨
年
不
幸
に
し
て
清
津
峡
谷

で
落
石
に
よ
る
事
故
が
発
生
し
、
峡
谷
へ
の
往
来

は
禁
止
に
な
っ
て
い
る
現
状
で
す
が
、
今
後
は
こ

の
よ
う
な
事
故
の
起
こ
ら
な
い
よ
う
な
対
策
を
樹

立
し
、
折
角
の
資
源
を
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
た

村
長

上
　
村
　
賢
　
造

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
更
に
、
清
津
観
光
開
発
株

式
会
社
に
よ
る
待
望
の
ス
キ
ー
場
が
オ
ー
プ
ン
し

ま
し
た
の
で
、
村
外
の
客
は
勿
論
の
こ
と
村
民
の

皆
様
か
ら
も
自
村
の
ス
キ
ー
場
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
昨
年
十
二
月
に
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト

新
潟
」
と
し
て
六
省
庁
の
構
想
承
認
を
受
け
、
当

村
も
重
点
整
備
地
区
三
カ
所
が
決
ま
っ
て
お
り
、

当
間
山
麓
だ
け
で
な
く
村
内
全
般
に
わ
た
っ
て
躍

動
す
る
地
区
に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　
教
育
関
係
に
つ
い
て
は
、
倉
俣
小
学
校
の
改
築

を
最
後
に
一
応
の
区
切
り
を
つ
け
、
本
年
は
村
民

体
育
館
の
整
備
等
を
検
討
中
で
す
。
高
齢
者
対
策

の
一
環
と
し
て
、
老
人
保
健
施
設
の
建
設
を
図
り

広
域
的
な
事
業
と
し
て
整
備
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
近
隣
十
六
市
町
村
議
会
議
長
会
で
リ
ゾ
ー
ト
に

関
連
し
て
十
二
峠
付
近
に
新
し
い
ト
ン
ネ
ル
を
開

削
し
て
欲
し
い
と
強
力
な
運
動
を
展
開
中
で
あ
り
、

関
越
道
上
越
線
の
開
通
に
よ
っ
て
飯
山
市
付
近
に

イ
ン
タ
ー
が
整
備
さ
れ
ま
す
と
南
魚
方
面
よ
り
当

村
を
経
由
し
て
飯
山
方
面
へ
通
じ
る
国
道
三
五
三

号
線
、
一
一
七
号
線
の
重
要
性
が
倍
加
す
る
こ
と

が
予
想
さ
れ
ま
す
。

　
本
年
は
中
里
村
に
と
っ
て
非
常
に
重
大
な
時
機

に
直
面
し
た
年
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、
村

民
各
位
の
一
層
の
ご
協
力
を
得
て
、
村
発
展
に
遭

進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
皆
様
の
ご
多
幸
と

ご
健
勝
を
ご
祈
念
し
て
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

上空から見た村の中心地

私

こしたいな

〉
も
っ
と
上
手
に
演
奏
が
で
き
る
よ

う
に
音
楽
部
で
が
ん
ば
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
昭
和
5
2
年
生
ま
れ

　
　
　
山
本
警
子
さ
ん
　
桂

レ
特
に
仕
事
の
面
で
充
実
し
た
年
に

し
た
　
　
よ

　
　
　
　
　
　
　
昭
和
4
0
年
生
ま
れ

　
　
　
藤
ノ
木
益
雄
さ
ん
（
小
出
）

　
望
む
こ
と
　
そ
う
ね
1
　
健
康
で

い
た
い
そ
れ
だ
け
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
昭
和
2
8
年
生
ま
れ

く
　
　
清
滝
は
つ
ね
さ
ん
（
東
田
尻
）

　
現
在
安
協
の
役
員
で
す
が
、
こ
れ

も
含
め
人
の
役
に
立
つ
よ
う
な
こ
と

カ
し
た
い
ね
。
　
昭
和
1
6
年
生
ま
れ

く
　
　
石
沢
義
雄
さ
ん
（
田
中
）

π　
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
苦
労
し
て
き
た

の
で
　
希
望
に
満
ち
た
楽
し
い
年
に

し
た
い
で
す
ね
。
昭
和
4
年
生
ま
れ

く
　
　
鈴
木
ミ
サ
ホ
さ
ん
（
倉
俣
）

〉
能
力
と
体
力
が
衰
え
な
い
よ
う
に

老
人
ク
ラ
ブ
の
行
事
に
は
積
極
的
に

参
加
し
た
い
。
　
大
正
6
年
生
ま
れ

　
　
　
竹
藤
邦
吉
さ
ん
（
如
来
寺
）

　
　
ま
、
古
来
、
恐
れ
ら
れ
排
斥

蛇　
　
さ
れ
る
一
方
で
、
崇
拝
と
い

敬
の
対
象
で
も
あ
り
ま
し
た
。
日

本
で
は
、
神
の
お
使
い
　
あ
る

は
神
そ
の
も
の
と
思
わ
れ
て
い
た

様
子
が
　
古
典
や
伝
説
、
昔
話
に

多
く
み
ら
れ
ま
す
。

　
例
え
ば
、
池
や
沼
の
主
を
大
蛇

と
み
て
雨
ご
い
を
す
為
風
習
は
全

国
的
に
あ
る
と
い
わ
れ
ま
す
。
ま

た
、
白
い
蛇
を
家
の
神
と
す
る
信

仰
も
各
地
に
み
ら
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
で
、
蛇
は
集
団
を
作
ら
な
い
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
い
づ
も
“
ひ

と
り
　
で
孤
独
な
生
活
を
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
た
め
、
異
性
と
出
合
う
機
会

力
大
変
困
難
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

と
こ
ろ
で
、
蛇
は
生
き
て
い

　
　
　
　
　
　
る
間
ず
っ
と
成
長

　
家
族
の
世
話
に
な
ら
な
い
よ
う
い

つ
ま
で
も
元
気
で
い
た
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
明
治
3
8
年
生
ま
れ

く
　
　
中
島
ミ
ノ
リ
さ
ん
（
本
屋
敷
）

　
少
し
で
も
家
の
役
に
た
ち
た
い
が

体
が
い
う
こ
と
を
効
か
な
い
　
健
康

で
　
た
　
ね
。
　
明
治
2
6
年
生
ま
れ

く
　

樋
口
幸
平
さ
ん
（
荒
屋
）

し
続
け
ま
す
。
発
育
に
と
も
な
っ

セ
、
古
い
皮
は
三
カ
月
に
一
度
定

期
的
に
脱
ぎ
捨
て
ら
れ
、
新
し
い

も
の
と
取
り
換
え
ら
れ
る
ー
脱

皮
で
す
。

　
お
正
月
を
機
に
今
年
こ
そ
は
新

し
い
試
み
を
と
、
脱
皮
を
心
が
け

て
お
ら
れ
る
方
、
う
ま
く
　
く
と

・
い
で
す
ね
。

1989年り月10日広報かかマ邑3
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「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
』

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
承
認
う
け
本
格
的
に
始
動

　
新
潟
県
に
お
い
て
、
総
合
保
養
地
域
整
備
法
（
リ
ゾ
ー
ト
法
）
に

基
づ
き
中
里
村
を
含
む
十
日
町
、
魚
沼
、
東
頸
城
一
市
十
一
町
二
村

の
区
域
を
特
定
地
域
と
し
て
設
定
し
、
　
（
雪
と
緑
の
ふ
る
さ
と
「
マ

イ
・
ラ
イ
7
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
）
と
名
づ
け
、
国
に
基
本
構
想
の
承
認

申
請
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
十
二
月
七
日
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ

れ
に
よ
り
、
十
四
市
町
村
の
リ
ゾ
ー
ト
開
発
計
画
は
本
格
的
に
始
動

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
構
想
の
承
認
は
、
昨
年
七
月
の
福
島
、

三
重
、
宮
崎
、
十
月
の
栃
木
、
兵
庫
に
続
い
て
六
県
目
と
な
り
ま
す
。

地区名 市町村名 面積 整備の特色及ぴ主要施設 事業費

魚沼丘陵
地　　区

塩沢町・六日

町・十日町市

　（ha）

2，511
国際的な交歓型リゾート

※スキー場、ウォータープレイランド、リゾートホテル等

（億円）

553

石打・長峰

奥添地地区
塩沢町
中里村

2，478
スポーツ、自然体験型リゾート

※ゴルフ場、スキー場、スポーツ施設等 689

当間高原

地　　区
十日町市

中里村
3，011

高原スポーツ、フォーラム型リゾート

※コンベンション施設、研修施設、スキー場等
565

川口・堀之

内地区
川口町
堀之内町

2，835
ファミリーレクリエーション型リゾート

※家族旅行村、原始古代村、スポーツの森等
50

小出・大和

地　　区
小出町
大和町

2，788
健康、国際交流型リゾート

※セミナーハウス、温泉保養施設、プラザ広場等 444

越後三山
山麓地区 六日町 3，046

マウント、レイタサイドセミナリー型リゾート

※ファミリー農園、キャンプ場等
67

苗場山麓
地　　区

津南町
中里村

2，998
ウッディ・ライフケア型リゾート

※ゴルフ場、スキー場、ホテル等
259

南越後
地　　区

津南町・松之

山町安塚町
大島村

3，060
高原カントリー型リゾート

※自然観察園、ポニー牧場、スキー場、温泉保養施設等 315

4月

小出
紳、
，堀之内

」ゾート地域

織護点）’

　機y大和「』
ト・・、－．！…

　　“臨0

．．㌔．六日町

塩沢互． ノ

西3

十日町

鴇懸安塚、！松之山

L籍ノ津南、㌧

窃

JR水力発電宮中一樽沢間通水

　昭和60年に着手したJ　R信濃川

水力発電再開発工事は、宮中取水

口から浅河原調整地までの水路が

完成、通水式を行う。

リゾートとは一ある期間、日常生活を離

れて、自然資源に恵まれた地域に、保養

を目的として滞在する人のために、多様

で選択性に富む余暇活動が行われる施設

が、計画的に整備された地域的広がりを

もった空間。

　
新
潟
県
の
「
マ
イ
・
ラ
イ
フ
．

リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
構
想
は
、
新

幹
線
と
高
速
道
路
の
複
数
の
高

速
交
通
手
段
を
生
か
し
、
幅
広

い
人
々
が
繰
り
返
し
気
軽
に
心

身
の
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
れ
る

オ
ー
ル
シ
ー
ズ
ン
の
山
岳
・
高

原
型
リ
ゾ
ー
ト
を
整
備
し
、
国

民
個
々
人
が
、
健
康
に
支
え
ら

れ
た
マ
イ
ニ
フ
イ
フ
（
生
命
）

を
お
う
歌
し
、
ゆ
と
り
あ
る
マ

イ
・
ラ
イ
フ
（
生
活
）
の
中
で
、

充
実
し
た
マ
イ
・
ラ
イ
フ
（
人

生
）
の
実
現
を
図
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　
開
発
対
象
と
な
る
特
定
地
域

は
約
十
六
万
三
千
ヘ
タ
タ
ー
ル
。

こ
の
中
に
八
つ
の
重
点
整
備
地

重点整備地区の整備概要

…
灘

7月

倉俣小体育館改築に着工

　老朽化が激しかった倉俣小体育

館、特別教室の改築を着工。鉄筋

コンクリート3階建ての延面積、

1，565㎡で3月完成予定。

区
を
設
け
、
ス
キ
ー
場
、
コ
ン

ベ
ン
シ
ョ
ン
施
設
、
温
泉
保
養

施
設
な
ど
を
十
年
間
余
に
わ
た

っ
て
整
備
さ
れ
ま
す
。

　
民
間
の
事
業
費
は
、
約
二
千

九
百
億
円
、
公
共
施
設
の
整
備

に
約
二
千
三
百
億
円
の
投
資
が

見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
国
の
承

7月

村のイメージマークを作成

　「中里村ここにあり」と情報化

社会にアビールしようと「中里村

のイメージマーク」を東京のテザ

イナーに委託し作る。

認
を
受
け
る
と
税
制
、
金
融
上

の
特
例
措
置
が
講
じ
ら
れ
る
ほ

か当間高原
関
連
公
共
施
設
整
備
の
優

先
採
択
を
受
け
事
業
が
進
め
ら

れ
ま
す
。

90

年
市
之
越
に

，

　
　
　
　
　
ホ
テ
ル
を
建
設

　
中
里
村
は
、
　
「
マ
イ
・
ラ
イ

フ
・
リ
ゾ
ー
ト
新
潟
」
の
重
点

整
備
地
区
と
し
て
右
表
の
よ
う

に
当
間
高
原
、
苗
場
山
麓
、
石

打
・
長
峰
奥
添
地
の
三
地
区
が
あ

り
ま
す
。
こ
の
開
発
■
に
つ
い
て

は
、
二
地
区
（
当
間
高
原
、
石

打
・
長
峰
奥
添
地
）
が
既
に
第
三

セ
ク
タ
ー
を
設
立
し
開
発
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

当間高原地区（中里村分）の事業年次計画（予定）

　
こ
の
中
の
基
幹
施
設
は
、
当

村
に
置
か
れ
て
い
る
自
然
環
境

か
ら
ス
キ
ー
場
が
主
体
と
な
っ

て
い
ま
す
が
、
事
業
の
通
年
運

営
を
実
施
す
る
こ
と
が
雇
用
の

安
定
等
、
住
民
生
活
の
安
定
化

に
つ
な
が
る
部
分
が
多
い
の
で
、

ゴ
ル
フ
場
等
の
整
備
を
行
い
オ

ー
ル
シ
ー
ズ
ン
に
対
応
で
き
る

施
設
整
備
を
図
り
た
い
と
考
え

　当村のリゾート地域

之×憲
　　‘　　う
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　　u白羽毛　　　　、羅　　へ、　鵬　　　ノ
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（　　　lo腫点凱
　YI’松原　　　　！　地区

　、　　　　　／

て
い
ま
す
。

　
リ
ゾ
ー
ト
開
発
は
、
長
い
目

で
じ
っ
く
り
進
め
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
課
題
で
も
あ
り

ま
す
の
で
、
関
係
機
関
の
指
導

を
得
な
が
ら
開
発
会
社
及
び
地

8月

落石事故で清津峡谷通行止

　7月に起きた清津峡谷での落石

死亡事故によって峡谷内が通行止

めになる。現在、善後策を県と検

討中。

事　業　名 規　　模 ’89 ’90 ’91 ，92 ’93 ’94 ’95 ，96 ，97

ス　キ　ー場 約421ha

多目的グランド 約2ha
テニスコート 60面

水　泳　場 約7，500m2

体　育　館 約1，000m2

ゴル　フ場
18ホール
クラブハウス1棟

林間広場 約1ha
多目的広場 約3ha
プレイランド 約7ha
林間コンサートホール 約1，000人収容

野外教室 約40ha

ホ　　テ　　ル
2棟

約800人収容

貸　別　荘 30棟＠約100mZ

ヘリポート 約400m2

駐　車　場 6ヵ所約3，000台

ショップハウス 4棟＠約150m～

案　　内　所 1棟

レストハウス
2棟　延床面

積約4，000m2

※施設については、新潟県構想によりました。また、計画年次は、現在時点でとらえました。

域
住
民
と
十
分
な
意
思
疎
通
を

図
り
、
こ
の
地
域
を
訪
れ
る
皆

さ
ん
が
明
日
へ
の
活
力
が
得
ら

れ
る
よ
う
な
整
備
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

【
当
間
高
原
地
区
】
当
間
山
か

ら
市
之
越
、
鷹
羽
、
豊
里
、
東

田
沢
、
白
羽
毛
に
か
け
た
山
麓

を
、
既
に
ス
キ
ー
場
開
発
を
進

め
て
い
る
清
津
観
光
開
発
㈱
が

上
表
の
よ
う
に
施
設
を
整
備
し

て
い
き
ま
す
。

【
苗
場
山
麓
地
区
】
小
松
原
開

発
畑
か
ら
湿
原
下
方
に
か
け
た

一
帯
を
開
発
す
る
も
の
で
、
今

後
第
三
セ
タ
タ
ー
方
式
に
よ
り

開
発
を
進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

【
石
打
・
長
峰
奥
添
地
地
区
】

J
一
R
東
日
本
と
湯
沢
町
、
当
村

で
進
め
て
い
る
上
信
越
高
原
リ

ゾ
ー
ト
開
発
㈱
に
よ
り
高
津
倉

山
に
ス
キ
…
場
を
整
備
し
て
い

き
ま
す
。

9月

待望の清津スキー場が着工

㈱上越観光開発と中里村の第三

セク9一清津観光開発㈱が進めて

きたスキー場開発を着工。急ビッ

チで工事が進められる。

　　　　繋i灘i…

網月

芋川一拮梗原結ぶ倉俣大橋開通

　倉俣地区にとって侍ち望まれて

いた芋川と桔梗原を結ぶ倉俣大橋

が完成。地区民あげて盛大に開通

を祝う。

1989年1月10日広暇㌢かマ邑5



禽
、
、

窃
の
第

　
　
　
　
　
、
　
参

　
　
　
　
　
　
　
融
増
場

スキーチーム清津と田沢ジュニアスキークラブのみなさん

　
第
三
セ
ク
タ
ー
清
津
観
光
開
発
㈱

が
市
之
越
地
内
で
進
め
て
き
た
上
越

国
際
清
津
ス
キ
ー
場
の
一
部
が
完
成

し
、
昨
年
十
二
月
十
八
日
オ
ー
プ
ン

し
ま
し
た
。
心
配
さ
れ
た
雪
も
オ
ー

プ
ン
に
合
わ
せ
る
か
の
よ
う
に
二
日

前
か
ら
降
り
だ
し
、
ま
た
、
こ
の
日

も
快
晴
に
恵
ま
れ
幸
先
良
い
ス
タ
ー

ト
と
な
り
ま
し
た
。

　
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
清
津
で
行
わ
れ
た

オ
ー
プ
ン
記
念
式
典
に
は
、
工
事
関

係
者
、
地
元
民
な
ど
百
人
が
出
席
。

安
全
祈
願
の
あ
と
リ
フ
ト
乗
り
場
付

近
で
秋
田
清
津
観
光
開
発
杜
長
、
上

村
村
長
ら
が
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
し
て
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　
早
速
ゲ
レ
ン
デ
で
大
勢
の
ス
キ
ー

ヤ
ー
が
見
守
る
中
、
地
元
の
ス
キ
ー

チ
ー
ム
清
津
の
み
な
さ
ん
が
デ
モ
ン

ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、
関
係
者

は
次
々
と
リ
フ
ト
に
乗
り
山
頂
へ
向

い
ま
し
た
。
リ
フ
ト
を
降
り
標
高
約

七
百
二
十
メ
ー
ト
ル
か
ら
の
眺
望
に

「
郡
市
内
が
一
望
で
き
最
高
の
ゲ
レ

ン
デ
だ
」
　
「
す
ば
ら
し
い
景
色
だ
」

と
み
な
さ
ん
異
口
同
音
に
褒
め
た
た

え
て
い
ま
し
た
。

　
待
望
の
ス
キ
ー
場
オ
ー
プ
ン
は
、

村
に
と
っ
て
画
期
的
な
も
の
で
す
。

駈
窟
越
暑

　
　
　
翻
診
呂
7
駒
ル

み
な
さ
ん
も
滑
べ
つ
て
み
て
下
さ
い
・
ノ

テープカットする関係者

灘

富井孫善さん
　　　（市之越）

　
冬
場
も
近
く
で
働
け
る
よ
う
に

な
っ
て
よ
か
っ
た
。
こ
れ
か
ら
規

模
拡
大
に
よ
っ
て
大
勢
の
人
が
働

け
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

㊥
㊧
㊥
⑳
㊥

近くにスキー場ができてよかったな僧⊇1

臨濾腫繍．劉

⑭㊥㊧㊥卿

富井ミヨノξん
　　　（市之越）

　
念
願
か
な
っ
て
ス
キ
ー
場
が
で

き
た
い
へ
ん
う
れ
し
い
。
こ
れ
を

き
っ
か
け
に
市
之
越
の
活
性
化
に

つ
な
が
っ
て
い
っ
て
ほ
し
い

田　満さん
　（通り山）

　
子
ど
も
の
こ
ろ
か
ら
ア
ル
ペ
ン

ス
キ
ー
の
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
も

ら
う
た
め
に
も
　
近
く
に
滑
る
場

所
が
で
き
て
よ
か
っ
た
。

6
献
「

　
志
・
　
　
灘
　
熱
　
　
灘
難
禦
　
｝
　
　
買

鱗課醗

睡
蓄

　
な
だ
れ
災
害
を
未
然
に
防
ご

う
と
昭
和
六
十
一
年
度
に
、
な

だ
れ
巡
視
貝
を
設
置
し
て
以
来

三
年
に
な
り
ま
す
。

　
今
年
も
、
十
八
人
、
三
十
六

の
目
が
光
り
ま
す
。

　
村
内
に
は
、
現
在
六
十
の
な

だ
れ
危
険
箇
所
が
あ
り
、
そ
の

内
、
人
家
や
公
共
施
設
に
被
害

の
及
ぷ
お
そ
れ
の
あ
る
箇
所
は

二
十
八
箇
所
あ
り
ま
す
。
巡
視

員
は
危
険
箇
所
に
近
い
人
の
中

か
ら
選
ば
れ
、
三
月
ま
で
な
だ

れ
危
険
箇
所
の
巡
視
を
行
い
危

険
が
予
想
さ
れ
る
場
合
、
役
場

に
通
報
す
る
体
制
に
な
っ
て
い

ま
す
。
役
場
で
は
、
通
報
を
基

に
現
場
の
状
況
把
握
や
関
係
機

関
と
連
絡
を
と
り
な
が
ら
対
処

なだれ巡視員

し
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
も

　
な
だ
れ
の
兆
候
発
見
し
た
ら

　
　
　
　
　
　
　
連
絡
を

　
な
だ
れ
災
害
の
統
計
資
料
に

・
よ
れ
ば
、
一
月
が
最
も
多
く
、

時
刻
別
で
は
、
比
較
的
気
温
の

上
が
る
午
前
十
時
か
ら
午
後
四

時
頃
ま
で
に
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。
な
だ
れ
発
生
前
に
は
、

』
雪
割
れ
や
雪
ひ
だ
の
兆
候
が
見

ら
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
兆
候
を

発
見
し
ま
し
た
ら
、
役
場
総
務

課
へ
連
絡
し
て
下
さ
い
。

　
な
お
、
雪
が
降
り
続
い
た
り
、

気
温
が
非
常
に
低
い
場
合
や
春

先
な
ど
気
温
が
高
く
な
っ
た
時

は
十
分
注
意
し
て
下
さ
い
。

氏　　　名 集落名
阿　部　昭　夫 新屋敷
羽　鳥　長　一 木屋敷
井ノ川　政　次 如来寺
松　沢　勝　英 山　　崎

樋　口　　　戌 通り山
樋　口　正　次 朴木沢
樋　口　徳　一 白羽毛
鐙　野　寅　治 東田尻
樋　口　克　久 西田尻
滝　沢　亀　治 角　　間

山　本　繁　治 葎　　沢

村　山　　　一 小　　出

山　本　正　治 小　　出

山　田　今朝雄 土　　倉

竹　藤　正　人 芋　　川

志　田　正　一 倉　　俣

鈴　木　峰　松 重　　地

滝　沢　清　吉 田　　代

鍵
緯
畷
雛
磁
雛
幾
鋤
磯
雛
曝
勲

　
国
道
三
五
三
号
線
沿
い
の
魚

沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ン
入
口
付
近
に

村
の
観
光
案
内
板
が
取
り
付
け

ら
れ
ま
し
た
。
塩
沢
町
か
ら
当

村
に
向
か
い
十
二
峠
ト
ン
ネ
ル

を
抜
け
る
と
、
高
さ
九
メ
ー
ト

ル
、
幅
二
・
五
メ
ー
ト
ル
の
大

き
な
看
板
が
目
を
引
き
ま
す
。

　
村
内
の
観
光
地
と
距
離
が
一

目
で
わ
か
り
ま
す
。

心
．
9
鵬

舞

ぜ“

撫
轟

　
　
　
ヤ

が台秋　　A来　　と　り
飛にの稲男たNにま　r　　　　2酉
び中あ穂＿の署なしみ
こ年るも二は交り鷹な　　長の
ん男朝色十　’通ま　　さ

灘霞麺鰐麺雛
K切電じで住に　　に世　’n’
町つ話めあむ挨　　行話
窪書棄窃有責讐　三髪武

恐しき交通事故　　団
交通轍防止に腋活躍されて回

題響難凝野籍日
に駄胸を痛めた状況を書かれ國

奪瓢垂，責善鱗郵宅圏
う聞けない田さんの子守唄・より）［Z］

親思い両柄　　切が塵馨つ　くの庭 懐にし遺い　く　　捕亡聞く　トて路
のい長親拘やれ〃L　て生愛のAの気た族た途　rしひかもカい脇
本を男に束がる　とでは活に長男供づらのの中あたきれそ　1る用
性さにとのてもいあ ’し育男は述き　よ方でだの　。逃なのがL　水
とせこ　つま　’のう　つまて　くと夫を ’い々逃　つ時　　げか女急と路
Aたれてま取で杷たさ　きまし婦始首かにげた ’　の　つ性行のに
男く以は起調な憂　。にたれて円めをL　なて　。本 犯たかし通女
のな上　’訴べかのま　r　。何生満たう罪んし酒を 人　oらた報の
甘い不いとがつ念さ晴両不れな oなの　と　ま　が買　　　と　Aのがを人
え　と　自　と　な進たはか天親自　’中 だ重お　つ入い　　し男応　’受が
たい由お　つみ　o捨長のに由両流 れ大詫た　つに　　てを答悲け倒
哀う　な　した身　　て男露3と　な親家 述さぴ　。て行　　逮死はしパれ

o

はと　き　ごう　と金す　　なさ　と出言 態用のとそス子A　　一じ願
徴知　つた　と甘な額るA　つは見る　つ rで水車ζいかさ男一時高に
警繭豪姦塗顯・男鰯鰯て鎭讐癒 暴1重讐籍欝磐
年し　’務庭，，か兄走　’両

継あ黙懸艶．権熱
期いよ、「し警さF贈、親力㌦士遺

藷。1鰹饗曇難燕肇簸、．
　　と　喉嘱〆う野捲・金，の評対　簾、響毒巌、に些

’2娩敵・赫縞翻縛聾嚢義
，賑，婁、繁強戦論誌麓舞
　　　　　　だれ来い降）事皮つ納護
　　　　　 ・え　’たてるで務肉ため士
　　　　　　，ぬ翌Aい中　’員に　。ら　を
　　　　　　鷲状朝男たいバS　も　　れ通
　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

巡　糞　　イ、葬　　　　　　　　　蓑 劉

　　　漣鍵蟻麟一　　 縛　　　　響『q

購欝臨』無1難婦1濤鷲
。深思不ひもん さを一佑十家つ奪し

　一‘　 　　臨

　oとの　り言　oてえ　つれなた勇
さい幸きのなん飲失三庭た　つたAしみき　つ会家がたまかのん
を出な起でにの酒　つ年を　？ たの男てで　つて社のあ　Qで　つはで
痛す事こはお無運た間失 罪では玄あてい　も　中ん　　のた　’帰
くた、故しな詫念転　Q伴い はあ定関ついるおがな　　よ　oか宅
感ぴでたいびさに　　に　’ そるめ先たたL　前メ　こ　　う両つし
じ飲　”　。しは奪　　し職 れがらに　。父　　をチと　　な親てた
る酒こそ・飲て　’わ　　たを　　だ ’れ倒Aか　　使ヤを　　甘ののA

／989年／月／0日セ広報かかマ7



シルクロード人間の旅

置羅浴⑤

惑恥
　山崎
　上原幸次郎さん

18日には、いよいよ帰国。1カ月の

旅を終え、上海港から大阪南港に向か

った。上海港で見送りしてくれた中国

国際旅行社の人達が船上の我々に向か

って日本の「四季の歌」を手話でやっ

てくれ別れを惜しんだ。

2日後、大阪港に無事上陸。大阪市

内のホテルで解散式が開かれ、みんな

と別れるのはつらかった。

初めての中国、シルクロードの旅は

決して楽ではなかった。舞台の中心と

なった西北地区は、ステッブや砂漠が

広がる高山気候に属する地。キャンブ

やバオでの生活、料理が乏しいホテル、

そして過酷な自然条件と。しかし、中

国人と出会い、暖かく歓迎してくれ、

特に中国の聴覚障害者と手話を通して

会話ができたことは大成功だった。

この旅の最後の写真です

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
者
講
師
に

　
　
ク
ロ
カ
ン
ス
キ
ー
講
習
会

十
二
月
十
八
日
、
総
合
セ
ン
タ
ー
で

、

プレゼントもらってうれしそう

ひ
と
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
。
村
内
五
カ

所
の
保
育
所
に
も
サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん

が
や
っ
て
き
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
か
わ
い
い
歌
や
踊

り
を
発
表
し
た
あ
と
、
サ
ン
タ
の
お
じ

さ
ん
か
ら
一
人
一
人
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

渡
さ
れ
と
て
も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。

すばらしい滑りを見学する参加者

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
講
習
会
が

開
か
れ
、
講
師
に
カ
ザ
マ
ス
ポ
ー
ツ
㈱

の
三
原
玄
氏
を
迎
え
、
村
内
の
小
・
中

学
生
、
ス
キ
ー
部
の
顧
問
の
先
生
な
ど

九
十
八
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
午
前
中
は
ス
キ
ー
の
手
入
れ
方
法
や

ワ
タ
シ
ン
グ
の
講
習
が
二
時
間
行
わ
れ

午
後
か
ら
は
ス
キ
ー
の
実
技
指
導
に
移

っ
て
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
経
験
を
も

つ
三
原
講
師
の
す
ば
ら
し
い
滑
り
を
見

学
し
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
し
た
生
徒

一
人
一
人
の
滑
り
を
見
て
い
た
だ
き
、

ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

　
　
へ
　
　
　
　
♂
・
擁
擁

　
　
ダ

ん
ン

さ
ラ

山
オ
　
　
　
　
噺
’
覧

村
恢
世
界
軸
場
麟

の
研
れ
る
オ
ラ
ン
ダ
を
こ
の
目

沢
業
で
見
て
み
た
い
　
。

田
農
東
畏
の
村
山
一
恵
さ

東
　
　
　
、
　
　
　
、

　
　
　
　
　
ん
は
　
㈹
国
際
農
業
者
交

流
協
会
主
催
の
農
業
研
修
生
海
外
派
遣

メ
ン
バ
ー
の
一
人
と
し
て
、
三
月
か
ら

一
年
間
オ
ラ
ン
ダ
の
農
家
で
実
習
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
村
山
さ
ん
は
、
専
業
農
家
の
中
で
数

少
な
い
女
性
後
継
者
で
、
百
合
の
球
根

栽
培
を
主
と
し
た
畑
作
約
四
㎏
と
水
稲

一
・
六
㎞
を
両
親
と
耕
作
し
て
い
ま
す
。

「
オ
ラ
ン
ダ
で
も
う
一
度
花
を
勉
強
し

な
お
し
、
帰
国
後
は
雪
ム
ロ
利
用
で
一

年
中
花
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
た
い
」

と
意
欲
満
々
で
す
。

9

轟　
筋
　
　
灘

　
　
　
鰻

ワリ
　井

口

広綴亀’◎、マご　　1989年1月10日

隆
巳
　
ω

豊
子
さ
ん
仕

きっかけは……り栄村の私の実家の近所に家を建

　　　てに来ていたんです。りそこのおばあ

　　　ちゃんから近所にいい子がいるという

　　　話を聞いて、津南の高原祭りに誘った

　　　のがきっかけです。
第一印象は……りちょっと太めだなあというのと、

　　　素直そうな感じでしたね。ワ顔は怖い

　　　けど、やさしそうな感じがしました。

エビソードは……O父が最後まで結婚を反対して

　　　いたんです。り彼女の門限が7時半と

　　　きびしくて、時間までに送るのがたい

　　　へんでした。
子育てのモットーは……り家に閉じこもっていな

　　　いで、自然に親しむ子に育てたいです。

　　　ワ素直で明るい子にと思っています。

村への要望は……り若者が残れる職場作りですね。

　　　曽近くに子供の遊べる場所がほしいで

　　　す。山の上まではたいへんですので。

うれしく
　　　　たのし《

　　　　　　　　　ワリスマス

サンタも一緒にディスコタイム

溜響喰：：二

若
い
男
女
で

　
　
熱
気
ム
ン
ム
ン

十
二
月
十
七
日
、
総
合
セ
ン
タ
：
に

ひ
と
足
早
く
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ

て
来
ま
し
た
。
こ
の
日
は
「
サ
ン
タ
が

村
へ
や
っ
て
来
る
！
」
と
題
し
た
ク
リ

ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー
が
行
わ
れ
、
村
内

外
か
ら
若
者
約
百
人
が
集
ま
り
、
デ
ィ

ス
コ
を
踊
り
な
が
ら
楽
し
い
一
夜
を
過

ご
し
ま
し
た
。
途
中
に
ビ
ン
ゴ
ゲ
！
ム

ソ
フ
ィ
ア
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
シ
ョ
ー

タ
イ
ム
な
ど
が
行
わ
れ
、
ま
た
ベ
ス
ト

ヘ
ア
i
賞
、
ベ
ス
＋
ド
レ
ッ
サ
ー
賞
、

デ
ィ
ス
コ
キ
ン
グ
・
ク
イ
ー
ン
が
会
場

か
ら
選
ば
れ
注
目
を
集
め
ま
し
た
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
の
最
後
に
は
サ
ン
タ
ク

ロ
ー
ス
が
登
場
。
参
加
者
全
員
に
プ
レ

ゼ
ン
ト
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　
企
画
に
あ
た
っ
た
ソ
フ
ィ
ア
（
代
表

清
水
雅
秀
さ
ん
）
の
み
な
さ
ん
は
、
こ

れ
か
ら
も
毎
年
続
け
た
い
と
は
り
き
っ

て
い
ま
す
。

サ
ン
タ
の
お
じ
さ
ん

ブ
レ
ゼ
ン
ト
あ
り
が
と
う

　
子
ど
も
た
ち
が
楽
し
み
に
し
て
い
た

　
　
　
｝
蟹
め

，
財

爵
餓
－
騨
紳

　
　
V
．
剛
　
　
6
　
　
」

　
　
占
’
　
　
脚
・
　
　
　
一

　
　
聖
，
℃
　
　
　
　
　
　
’

　
　
ド
（
財
饗
冠
－
，
・
　
財

　
　
　
一
　
　
4

　
　
．
頻
賠
へ
，
犀
　
8
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
溝
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
干
江

秋
田
県
南
秋
田
郡
大
潟
村

　
秋
田
県
八
郎
潟
干
拓
地
は
、

モ
デ
ル
農
村
と
し
て
誕
生
し
た

新
天
地
で
す
。
わ
た
し
が
小
学

校
一
年
生
の
時
か
ら
住
み
、
育

っ
て
き
た
所
で
す
。

　
広
大
な
水
田
に
は
、
あ
き
た

こ
ま
ち
（
新
品
種
）
が
実
る
米

ど
こ
ろ
で
す
。
住
宅
密
集
地
か

ら
は
十
キ
ロ
ぐ
ら
い
離
れ
て
い

る
の
で
車
で
行
き
来
し
ま
す
が

広
い
直
線
道
路
が
ほ
と
ん
ど
な

の
で
さ
ほ
ど
距
離
は
感
じ
ま
せ

ん
。
冬
は
勿
論
雪
が
降
り
ま
す

が
、
積
雪
量
は
中
里
村
と
比
較

す
る
と
大
変
少
な
く
五
十
セ
ン

チ
ぐ
ら
い
で
す
。

　
こ
の
季
節
に
は
鍋
を
囲
ん
で

の
団
ら
ん
な
ど
が
暖
か
い
で
す
。

代
表
的
な
郷
土
料
理
と
し
て
、

き
り
た
ん
ぽ
が
あ
り
ま
す
。
鶏

肉
、
ご
ぼ
う
、
き
の
こ
、
ね
ぎ

等
を
酒
、
砂
糖
、
正
油
味
の
汁

で
煮
て
最
後
に
き
り
た
ん
ぽ
、

三
ツ
葉
を
加
え
ま
す
。
き
り
た

ん
ぽ
は
、
軟
ら
か
く
炊
い
た
ご
飯

を
つ
ぷ
し
て
ダ
ン
ゴ
状
に
ま
る

め
る
と
簡
単
に
作
れ
ま
す
の
で
、

是
非
お
試
し
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　
が

　
観
光
地
と
し
て
は
、
男
鹿
半

島
や
田
沢
湖
、
十
和
田
湖
、
鳥

海
山
な
ど
美
し
い
所
が
た
く
さ

ん
あ
り
ま
す
の
で
、
機
会
が
あ

り
ま
し
た
ら
足
を
運
ん
で
み
て

下
さ
い
。

⑮

土倉分校6年生

志田宏蔓さん

この絵は士倉の十二社という氏

神様で、私達の笛の練習や遊び場

になっています。えがこうとする

と「影」の部分がむずかしく、反

面階段の色はよく表せたと思いま

す。

山田真由藁ちゃん（2歳〉
正＿．節子夫妻の長女（清田山）⑮

マーちゃんねえ、すべり台が大

好きなの。、家にすべり台があるん

だよ。マーちゃんの宝ものはね、

おじいちゃんが買ってくれたホシ

エツト。ちっちゃくてかわいいん

だよ。お宙さんは明るくてやさし

い子になってほしいんだって。

∫

～
N
ミ



膨⑫

　吉楽サユリさん
　　　　　　（山崎。24藍レ・

縛醗瓢
　上村病院の第1病棟の看護婦

をしています。趣味はスキュー

バダイビング。昨年オーブンウ

オー9一のライセンスを取りま

した。初めて海へ潜った時は波

に酔ってしまいたいへんでした。

酒外の綺麗な溜に潜ることが夢

です。それから今年はスキーを

がんばりたいと思っています。

性格はバカがつくほど明るくて

わがままなので、年上のわがま

まを聞いてくれる男性が理想で

す。村への要望は、フールなど、

運動施設が充実してほしいと思

います。

入校生募集のお知らせ

十日町市高等職業訓練校

■募集締切

　3月15日（定員になり次第締切り）

■寡集受付

午前8時30分～午後5時（日曜、祝
祭日、土曜（12時まで）を除く）

科　目 定員 期　　間 時　間

一般事務科 10人 4月～3月（週2剛 19：00～21：00

建築製図科 15人 4月～9月（迎一咽） 19：00～21：00

コンピュータ科 15人 4月～9月（週2回） 18：30～21：00

経理事務科 20人 4月～9月（週2囲 13：30～16：00

測量科 20人 5月～7月（週2回） 19：00～21：00

造園科 20人 5月～7月（週2剛 13：30～16：00

建設科 30人 1月～3月（隼土曜） 8：30～15：50

巳入校手続

入校申込書（訓練校にあります）

写真（正面半身像4cm×4cm）2枚
●申し込み、問い合せ

職業訓練法人　十日町職業訓練協会

　　　　　　　　費52－3803

ごぞんじですか

　　　　検察審査会

ご協力ありがとうございました

赤い羽根共同募金、歳末助けあい募金

　みなさんの真心を寄せていただき、

たくさんの浄財が集まりました。誠に

ありがとうございました。

　赤い羽根共同募金にお寄せいただい

た1，812，929円は一旦県に送付し、そ

の後約8割が配分金として戻ってきま
す。

　歳末助けあい募金にお寄せいただい

た639，181円は、村内の老人世帯や、一

一暮らし老人、ねたきり老人、母子世

帯、身障者、長期入院者、施設入所者

のみなさんに、すこしでもよい正月を

迎えられますようそれぞれ慰問金とし

て差し上げました。

　ご協力ほんとうにありがとうござい

ました。　　　県共同募金会中里分会

　交通事故や詐欺、おどしなどの犯罪

によって、被害を受けて警察や検察庁

に告訴したが、検察官がその事件を裁

判にかけてくれない（これを「不起訴

処分」といいます。）のは納得できな

し、o

　こんな不満をお持ちの方のために検

察審査会制度があります。

　検察審登会は、選挙権を有する国民

の中から「くじ」で選ばれた11人の検

察審査員が、国民を代表し、住民とし

ての健全な良識に従って、検察官の不

起訴処分を調べなおしてくれる民主的

な国の機関です。

　相談や審査の申立てについての費用

は一切かかりません。お気軽にご相談

ください。

　長岡市三和3丁目9番地28

　裁判所構内
　長岡検察審査会事務局

　30258－35－2141番

村
民
ス
キ
ー
教
室
に

参
加
し
ま
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十目町雪まつり

雪だるま作戦に参加を

　昨年の雪まつりでは、4，213個の雪だ

るまが、遠来のお客様を温かく迎えま
した。

　今年は記念すべき第40回。ほのぼの

とした雪だるまを郡市内のみなさんか

らも作っていただければと思っていま

す。家族で、また事業所での皆さんの

雪だるまを楽しみにしています。

■歓迎雪だるま旗

　雪だるまに付ける旗を用意してあり

　ます。希望者は雪まつり事務局へ。

巳雪だるまコンテスト

　皆さんの雪だるまを写真に撮ってく

　ださい。雪ダルマン大賞、ふれあい

　賞、ほのぽの賞など、たくさんの賞

　があります。入賞作品には賞品を差

　し上げます。（自作に限ります）

写真は2月28日（火）までに、十日町市

役所、商工観光課（〒948十日町市

　千歳町3の3a57－3111）へお送り
　ください。

　十日町雪まつり事務局
　クロス10十日町4階（實57－3345）

法務局の休目についてのお知らせ

　法務局（登記所）の休日が、1月1

日から次のとおりになりましたので、

お間違いのないようにご利用ください。

1．日曜日並びに毎月の第2土曜日及

　び第4土曜日
2．国民の祝日に関する法律（昭和23
年法律第178号）に規する休日

3。12月29日から翌年の1月3日まで
の日（前号に掲げる日を除く。）

　　　　　　　　新潟地方法務局

税務署士曜閉庁のお知らせ

　昭和64年1月1日から第2、第4土
曜日が閉庁となります。したがって2

月16日から3月15日の間の確定申告期

の間も実施いたしますのでお知らせい

たします。

今月の納税と振替日

　　　　　　　　　　（振替日）

■村県民税　　　（4期分）1月31日

■国民健康保険税（1月分）1月31日

■国民年金保険料（1月分）1月25日

■保育料　　　　（1月分）1月25日

●水道料　　　　（5期分）1月25日

1月10目は「110番の日J
通報は落着いて、正確に、はっきりと

　110番は、わたしたちの安全な生活を

守るために、欠かすことができない手

段です。ところが、なかには「こんな

ことで通報してはいけないのではない

か」とためらったり、せっかくかけて

も慌てているため、通話の要領を得な

かったりする場合があります。そこで、

正しい110番のかけ方を順を追ってみて

みましょう。

1．何があったか

　けんか、交通事故、強盗など

2．いつ、どこで

　発生時刻、場所、目標物など

3．犯人の手がかぴ）

　人数、人相、服装、特徴など

4．逃げた方向
　○○駅、×X通り、東西』南北など

5．何で逃走したか
　徒歩、自転車、バイクなど

6。通報者の名前、現在地など

　通報のときは、これらの内容を係員

が尋ねますので、落ち着いて正確に、

はっきりと係員に答えてください。

新潟県史刊行のご案内

　本年度刊行予定の別編2刊は、新潟

県の歩みと通史編9巻の総索引を併録

した「別編1年表、索引」、新潟県内

外の諸家、諸機関に所蔵されている当

県関係資料の所在状況をまとめた「別

編2資料所在目録」です。

　本年度をもちまして、新潟県史全37

巻のうち、通史編9巻、資料編24巻、

別編3巻の計36巻の巻行を終了するこ

とになります。この機会に多くの皆様

のご購読をお勧めします。

■昭和63年度刊行巻の頒布価格

　別編1　年表・索引　　3，700円

　別編2　資料所在目録　4，400円

　なお既刊の34巻とも在庫があります

のでご注文ください。

0申込み先
　〒950新潟市新光町4番地1
　　　新潟県総務部県史編さん室

　　　　aO25－285－5511内線2101
■申込み方法

　官製ハガキに、住所、氏名、購入巻

　名、部数、公私用別、電話番号など

　を記入して、お申し込みください。

　また、各巻の概要を記したパンフレ

　ットを用意しましたので、ご希望の

方は御請求ください。

善意をありがとう
■歳末たすけあい

中里村地区婦人会連絡協議会

　　　　　　　　　　20，592円
■古切手寄付

干溝　江口春雄さん

葎沢　山本政雄さん

土倉子ども会

倉下子ども会

役場開発課
■公民館へ本の寄付

曹洞宗郡市青年僧侶の会

　写真集「ブッダの世界」1冊

　手塚治虫長編漫画「ブッダ」全8

　巻　2セット
東北電力㈱　白い国の詩　全5巻
山崎　江村奈津子さん　文庫本86冊
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覆

「気をつけて」

朝の一言忘れずに

　「年始に車で行ってちょっと一

杯」これだけはやめてください。

飲酒運転による事故は、重大事故

につながる可能性が大きいのです。

「シマッタ」ではもう遅いのです。

後悔するときは、被害者も加害者

も悲惨な結果になっています。飲

酒運転は絶対やめましょう。

●飲酒運転検挙者数13人

●無免許運転違反

●事故発生件数

4人

13件

●死亡事故ゼロ　　387日

（12月末累計）

10

爲、、


